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１．はじめに 

砂糖の主成分であるスクロース分子による旋光現象(1)について，高濃度砂糖水による白色 LED

出射光の旋光を観測し，偏光フィルム対の間の透過距離による透過光スペクトル変化を測定した． 

２．測定方法および結果 

氷砂糖 700g を 300g の水道水に煮溶かし濃度 70%に調製した溶液を自作水槽(全長 32cm)に入

れ，偏光フィルムの 1 枚を水槽端に固定し，もう１枚を水槽内の溶液中にクロスニコル配置で配

置した．この状態で白色 LEDライトの出射光を透過させ，溶液中の偏光フィルムの位置を 2cm毎

に動かしながら，透過光スペクトルをコニカミノルタ製の分光放射輝度計 CS-1000で測定した． 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 偏光板フィルム間の透過距離による透過光スペクトルの遷移（左上:0~6cm 右上:8~16cm 左中:18~24cm 右中:26~30cm） 

 

 

 

図 2 最大光強度で規格化した透過光スペクトルの遷移    図 3 水道水のみの場合の透過光スペクトルの遷移 

 偏光フィルム間の透過距離の変化による透過光スペクトル遷移を図 1 に示す．460nm 付近のピ

ークに透過距離に依存した連続的かつ規則的な増減が見られた．透過距離 14～20cm のデータを

各々の最大光強度で規格化した結果(図 2)では橙から緑への遷移がみられ，散乱の影響ではない

連続的な変化が観測された．一方，水道水のみでは(図 3)透過光強度の低減のみが認められた． 

３．おわりに 

 砂糖水による旋光で観測される透過光スペクトルの形状は，偏光フィルム対の間の距離に依存

して連続的に変化した．目視で観察される透過光の色の変化との関係の検討が今後の課題である． 
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